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高めよう！人権意識　心のかけ橋　　　問い合せ：人権推進課（電話：９２８－１００６）

地域で広げよう　多文化共生の輪

　市内に暮らす外国人市民の状況
市内には今年５月末現在で５６か国７，４８５人の外国人市民が暮らしています。近年では研修や技能実習、留学などのさまざまな理由で日本に来る市民が増えています。

統計によると、外国人市民合計は７，４８５人（２０１６年５月末現在）で、次のようになっています。

中国　　　　　　　２，６９１人（３６．０％）　　ブラジル　　　　　　　３９２人　（５．２％）

ベトナム　　　　　１，６０１人（２４．１％）　　インドネシア　　　　　１６９人　（２．３％）

フィリピン　　　　１，２１９人（１６．３％）　　その他　　　　　　　　５４９人　（７．３％）

韓国，朝鮮　　　　　　８６４人（１１．５％）
私たちの日常生活の中で、外国人市民と接する機会が少ないという人が多いかもしれません。また、接するときは言葉の壁が大きな問題となり、どうすればよいのか分からず、戸惑ってしまう人も多いのではな
しょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、外国から来て間もない人も、日本の生活の中で言葉の問題や文化・習慣・宗教の違いに戸惑いを感じています。日本の生活に慣れている人にとっては当たり前のことでも不安を感じる要因となることがあります。
今年、市内に住む外国人市民を対象にアンケートを行いました。その中で、「近くに住んでいる日本人と付き合いがない理由」として「きっかけがない（４３．１％）」「言葉が通じない（２７．６％）い」と回答しており、接する機会が少ないことや日本語が十分に理解できない人が多くいることが分かりました。
違いを豊かさに
言葉の問題から、必要な情報が得られなかったり、文化や生活習慣の違いからコミュニケーションが取りにくかったりすることが生活上の課題として挙げられます。
　言葉の壁や生活習慣の違いは簡単に解消できるものではありません。住んでいる地域には守らなければならないルールもあります。しかし、お互いが多様な文化や習慣を認め合うことが、共に生きる社会を作っていく上では大切なことです。　
共に安心して暮らせる地域づくり文化や習慣、言葉が異なる国の人が共に暮らしていくためには、まずは相手を知ることが大切です。普段の生活の中で、日本語であいさつをしたり、相手の国の言葉を覚えたりするなど、ちょっとしたきっかけづくりをしてみませんか。
コミュニケーションを重ねることにより、お互いの違いに気付き、理解を深めることができます。同じ地域に住む市民としての結び付きを強くすることにより、多様性が認め合える豊かなまちを築いていきしょう。
認め合おう　みんな違って　あたり前
